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＜連絡事項＞

・ファスナートを発注する際は、オーダーリング画面に追加してもらいましたので、今後必要時、画面での発注を行ってください。

＜患者様連絡事項＞

・三浦　るみ子様　家族勉強会を行う予定となっています。

日時：８月２３日（土）　９：３０～

また、外泊希望あり、主治医より許可となっています。

日時：８月２３日（土）１０：３０～　２４日（日）１７：００まで。

・岡田　石子様　すぎ様が今月来院予定との事です。その際には、主治医が勤務中であれば連絡がほしいとの事です。

・市川　真紀子様　右手第３指に腫脹あり、本日レントゲン施行。主治医より異常所見は見られないとの事。今後、痛みの有無などの観察を行っていきましょう。

・久保　清美様　本日、朝７時デキスターチェック実施。血糖値１２２㎎/dl。

今後も毎週木曜日実施との指示あります。忘れずに行っていきましょう。

・三浦　由紀様　本人より診断書と職場に提出する書類の依頼があり、本日主治医より診断書を作成して頂いています。コピーした用紙はカルテへ挟んでいます。原本は本人へ渡しています。

・古川　富蔵様　栄養状態悪化の為、

エンシュアリキット　１本/７日分　（明日から）　処方。

食事摂取状況の観察や、体重変動の観察を行っていきましょう。

・出河　攻様　通帳記帳を行い、末政ＳＷから本人へみせる事になっています。

・小林　満様　歯痛の訴え継続して聞かれる事から

ロキソニン　７回分処方。　（３回/日まで）

本人希望時、内服させてください。また、歯科受診を勧めていきましょう。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・松川　順子様　1回チェック忘れあるが、その他は問題なく行えている。

※その他の患者様は問題なく行っている。

· 菊地　明子様　今後、徐々に導入検討予定。

＜川端Ｄｒ診察状況＞

・松川　順子様　入浴した日、夕食前になると頭がクラクラして具合が悪くなると話しています。その様な時は、少し休むよう説明を受けています。排尿困難があった件について、水分摂取が足りないとの事で、食事の際はお茶か水を飲むようにとの事です。青山入所については、自宅に戻りたいという気持ちも出てきていると話され、父親と相談してみるようにとのアドバイスを受けています。

・三浦　るみ子様　診察時、外泊中は胃痛もなく食事も食べる事が出来ていたと話しています。睡眠に関しては、眠れているとの事。下剤を飲むと腹の調子が悪くなるとの訴えあり、センナリド（下剤）中止。他は同内容で臨時薬継続処方。

＜再スタートミーティング＞

・三浦　るみ子様　再スタートミーティングでは、毎回予習を記入し大幅に時間に遅れる事無く参加出来ている。「過去に戻りたい。」「あの時に入院していればよかった。」と後悔している事もあるが、＜これから先で入院するよりは良いじゃないですか？＞と言うと、「まあねー。」と話している。小林様の話に対して、（入社面接試験で私服を着て行く）「信じられない。あんた、あたしの事いろいろ言うけどあんたの方が常識ないよ！」と笑って言い合っている。飲酒に関しては、「今は飲みたいと思わないけど、これからどうなるか分からないし、飲まないという保障はない。」と話す。＜現実的に考えているんですね。キレイ事じゃなく私はそういう意見が好きです。＞と伝えると、「だってわかんないじゃん。」と言う。退院はしたいが父に３ヶ月入院しなさいといわれている事で今ここに居れるようである。父親の迎えの都合で退院が延びる事については、「先生も親に会わなきゃだめだろうし、末政さんとか看護婦さんの都合もあるでしょ？私の都合だけでとうそうとしてもねー。」と周りの人を考えた発言聞かれている。「人生の岐路に立たされた時、どうなんだろう。」と小声で言い、＜今が岐路なんじゃないですか？＞と言うと、「うん、そうかもしれない。」と話している。未だに「ぶっ殺す。」等の発言はあるが、接遇の大事さ、常識的に考えようとしている姿勢が見受けられる。今後は、より具体的に社旗復帰を視野にいれ、お酒との付き合い方、考え方について検討していく。

